保久利（ホクリ）-伝統的な有用植物の特定と法的課題- by 夏井,高人




















ラン（Cymbidium goeringii (Reichenbach f.) Reichenbach f.）のことを指す。
早春に、白っぽい襟状の苞から 1個の黄緑色の花を咲かせ、良い香りのする蘭とし
て親しまれている(2)。特に美麗な花を咲かせる選抜個体や美しい葉姿を見せる選

















































faberi）、報歳蘭（Cymbidium sinense (G. Jackson ex H. C. Andrews) Willdenow）、
連弁蘭（Cymbidium tortisepalum Fukuyama）等の特徴を示すもののように見える。
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きであるが、『本草綱目』の蘭草には、「寇宗曰 蘭草諸家之說異同 乃未的識 故無定
論」、「今江陵 鼎 澧州山谷之間頗有之 山外平田即無 多生陰地幽谷」、「葉如麥門冬
而闊且韌 長及一、二尺 四時常青」、「花黃綠色 中間瓣上有細紫點」、「春芳者爲春蘭
色深」、「秋芳者爲秋蘭 色淡」、「開時滿室盡香 與他花香又别」あるいは、「時珍曰 二


















































































チウム科（ユリ科）シュロソウ属の多年草シュロソウ（Veratrum maackii Regel var.
japonicum (Baker) T. Shimizu）を指すものだが、説明中にある「紫蘭」、「白蘭」は、
シラン（Bletilla striata）を指す。








































































(23)夏井高人「狸貉事件判決再考」法律論叢 85巻 2・3号 327～385頁
(24)夏井高人「青色花の薔薇か薔薇咲きの菫草か」法律論叢 86巻 4・5号 141～187頁
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camtschatcensis (L.) Ker Gawler）またはこれらに類する植物を貝母として扱った可能
性はある。なお、最近の遺伝子分析の結果により、アミガサユリ（Fritillaria verticillata）
と日本産コバイモとは近い関係にあるわけではないことが判明した。すなわち、Peter
D. Day, Madeleine Berger, Laurence Hill, Michael F. Fay, Andrew R. Leitch, Ilia
J. Leitch, Laura J. Kelly, Evolutionary relationships in the medicinally important
genus Fritillaria L. (Liliaceae), Molecular Phylogenetics and Evolution Vol. 80,
2014, pp.11–19 (DOI: 10.1016/j.ympev.2014.07.024) によれば、①標準和名アミガ
サユリの中国名である黄花貝母（Fritillaria verticillata）は、遺伝子上、托里貝母
（Fritillaria tortifolia X. Z. Duan & X. J. Zheng）、伊貝母（Fritillaria pallidiflora
Schrenk ex Fischer）、新疆貝母（Fritillaria walujewii Regel）、川貝母（Fritillaria
cirrhosa D. Don）、浙貝母（Fritillaria thunbergii Miquel）の順に近い 1つのグループを
形成しており、他方、② aコバイモ（Fritillaria japonica Miquel）は、ホソバナコバイモ
（Fritillaria amabilis Koidzumi）、イズモコバイモ（Fritillaria ayakoana Maruyama
& Naruhashi）、② bカイコバイモ（Fritillaria kaiensis Naruhashi）、コシノコバイモ
（Fritillaria koidzumiana Ohwi）、② cアワコバイモ（Fritillaria muraiana Ohwi）、
































































































bulbocodioides (Franchet) Rolfe）の仮鱗茎を乾燥したもの、②アマナ（Tulipa edulis
Baker）、③慈姑葉Δ辛（Asarum sagittarioides C. F. Liang）の 3種である。①のタイ






































































百畝 蘭少故貴 蕙多故賤」とした上で、「予按 本草 薰草亦名蕙草」、「葉白 蕙根曰
薰 十二畝為畹 百畝自是相等」、「若以一幹數花而蕙賤之非也 今均目曰蘭 天下深山窮
穀 非無幽蘭 生於漳者 既盛且馥 其色有深紫 淡紫 真紅 淡紅 黃白 碧綠 魚
魫 金錢之異 就中品第 紫蘭陳為甲 吳潘次之」、「如趙如何如大小張淳監糧趙長秦紫
蘭景初以下 又其次」、「而金棱邊為紫袍奇品 白蘭灶山為甲 施花惠知客次之 如李如
馬如鄭如濟老十九蕊黃八兄周染以下 又其次」、「而魚魫蘭為白花奇品 其本不同如此」、





































































は、「百合」をササユリ（Lilium japonicum Thunberg ex Houttuyn）と比定している。
(50)国際条約において種名が特定されている場合でさえ問題が生ずることがあり得ることに
ついては、夏井高人「植物分類体系の変化が法制度に与える影響―大麻規制法令を中心
とする考察―」法律論叢 84巻 4・5号 91～112頁で述べた。
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条 4項 1号または同条 6項の規定に違反する出願は、拒絶され得る（同法 49条 4
号）(51)。







(52)東京地裁平成 22年（ワ）26341号特許権侵害差止等請求事件平成 24年 5月 23日判決







（行ケ）10284号事件平成 24年 1月 27日判決、知財高裁平成 24年（行ケ）10025号事
件平成 24年 9月 25日判決、知財高裁平成 24年（行ケ）10229号事件平成 25年 3月 14
日判決、知財高裁平成 25年（行ケ）10172号事件平成 26年 3月 26日判決（いずれも裁
判所サイト）がある。
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(54)この化学物質は、Arun K. Barua, Bikash B. Ghosh, Sarmila Ray, Amarendra
Patra, Cymbinodin-A, a phenanthraquinone from Cymbidium aloifolium,
Phytochemistry vol.29, Issue 9, 1990, pp.3046–3047及びChristophe Wiart,
Medicinal Plants of China, Korea, and Japan, CRC Press, 2012, p.100に示され
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【請求項 5】 ラン科植物の根から抽出されることを特徴とする請求項 2～4の
いずれかに記載の抽出物。
【請求項 6】 請求項 1記載の式⑴で示される新規物質を含有することを特徴と
する抗酸化剤。
【請求項 7】 請求項 1記載の式⑴で示される新規物質を含有することを特徴と
する抗菌剤。
【請求項 8】 請求項 1記載の式⑴で示される新規物質を含有することを特徴と
する抗癌剤。




ているCymbidium aloifolium (L.) Swartzから抽出された化学物質シンビノディンA
（Cymbinodin-A）と酷似している。
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は 2.5cm、葉色は淡緑、葉の頂点の角度は 45～60℃(55)、先端は 60～90°、葉数






























































式第 29により作成しなければならない」と規定している。そして、特許法 36条 3
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保久利（ホクリ）―伝統的な有用植物の特定と法的課題（夏井）
具体例として、花王株式会社を特許権者とする「IGFBP-5発現抑制剤」（特許番
















Pleione bulbocodiodes (French.) Rolfeを意味し、サイハイランは、同じくラン
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法律論叢 87巻 4・5合併号































誌 20巻 2号 88～98頁がある。
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明治大学　法律論叢 87巻 4・5号：責了 book.tex page68 2015/02/10 18:03
法律論叢 87巻 4・5合併号
その意味で、一般に、標章を含め人間の感覚器でとらえることができ、人間の生
体脳で考察・判断することのできるシンボル（符号・記号）に依拠した社会統制や
法執行が機能しない時代に既に入っていると言い得る(67)。機械的・即物的・迅速
に解決可能な課題については感情論抜きで機械的に解決すべき状況が形成されつ
つある。ただし、そのことが経済発展上の地域間格差の問題とも相まって、微妙な
不安定要因ともなり得る。
現下の状況はそのようなものではあるが、そうした困難な状況をより平和的かつ
合理的に切り抜けるためにも、今後、植物と法に関する研究が更に深められ広めら
れることを期待しつつ、本論文を閉じる(68)。
技術の開発状況等調査報告書」（2007年 3月）、味岡ゆい・市橋泰範・久島広晃・小萱香
代・堀川大介・南基泰「DNA多型を用いた遺伝的多様性解析と鑑定法」生物機能開発研
究所紀要 7号 49～74頁が詳しい。
(67)夏井高人「植物の同一性識別の誤りによる特許制度上の問題点とデータベースによる解
決方法」法とコンピュータ 27号 33～43頁
(68)本論文は、科学研究費補助金（基盤研究B）「標章の保護と公共政策に関する総合研究」
（研究課題番号 25285034）による研究成果の一部である。
68
